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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】令和1年12月19日(2019.12.19)

【公開番号】特開2019-137179(P2019-137179A)
【公開日】令和1年8月22日(2019.8.22)
【年通号数】公開・登録公報2019-034
【出願番号】特願2018-21189(P2018-21189)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｗ  50/14     (2012.01)
   Ｂ６０Ｋ  35/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｃ  21/26     (2006.01)
   Ｇ０８Ｇ   1/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｗ   50/14     　　　　
   Ｂ６０Ｋ   35/00     　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｃ   21/26     　　　Ａ
   Ｇ０８Ｇ    1/16     　　　Ｃ
   Ｇ０８Ｇ    1/16     　　　Ｄ
   Ｇ０８Ｇ    1/16     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月7日(2019.11.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　自律走行を実施可能にするための周辺監視装置（７０）を搭載する車両（Ａ）において
用いられ、前記車両に設けられた発光部（２３）の発光制御によって情報を提示する提示
制御装置であって、
　前記周辺監視装置による走行環境認識に関連した認識情報を取得する情報取得部（３１
）と、
　前記発光部を用いた情報提示を複数の提示モードのうちで切り替えるモード切替部（３
４）と、
　前記認識情報を用いた前記発光部の発光制御により、前記周辺監視装置について、自律
走行に必要なセンシング範囲に対する現在のセンシング可能範囲の不足を示す能力限界を
、複数の前記提示モードにおいて提示する発光制御部（３５）と、を備える提示制御装置
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１３】
　自律走行を実施可能にするための周辺監視装置（７０）を搭載する車両（Ａ）において
用いられ、前記車両に設けられた発光部（２３）の発光制御によって情報を提示する提示
制御プログラムであって、
　少なくとも一つの処理部（４１）を、
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　前記周辺監視装置による走行環境認識に関連した認識情報を取得する情報取得部（３１
）、
　前記発光部を用いた情報提示を複数の提示モードのうちで切り替えるモード切替部（３
４）、
　前記認識情報を用いた前記発光部の発光制御により、前記周辺監視装置について、自律
走行に必要なセンシング範囲に対する現在のセンシング可能範囲の不足を示す能力限界を
、複数の前記提示モードにおいて提示する発光制御部（３５）、として機能させる提示制
御プログラム。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成するため、開示された一つの態様は、自律走行を実施可能にするための
周辺監視装置（７０）を搭載する車両（Ａ）において用いられ、車両に設けられた発光部
（２３）の発光制御によって情報を提示する提示制御装置であって、周辺監視装置による
走行環境認識に関連した認識情報を取得する情報取得部（３１）と、発光部を用いた情報
提示を複数の提示モードのうちで切り替えるモード切替部（３４）と、認識情報を用いた
発光部の発光制御により、周辺監視装置について、自律走行に必要なセンシング範囲に対
する現在のセンシング可能範囲の不足を示す能力限界を、複数の提示モードにおいて提示
する発光制御部（３５）と、を備える提示制御装置とされる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また開示された一つの態様は、自律走行を実施可能にするための周辺監視装置（７０）
を搭載する車両（Ａ）において用いられ、車両に設けられた発光部（２３）の発光制御に
よって情報を提示する提示制御プログラムであって、少なくとも一つの処理部（４１）を
、周辺監視装置による走行環境認識に関連した認識情報を取得する情報取得部（３１）、
発光部を用いた情報提示を複数の提示モードのうちで切り替えるモード切替部（３４）、
認識情報を用いた発光部の発光制御により、周辺監視装置について、自律走行に必要なセ
ンシング範囲に対する現在のセンシング可能範囲の不足を示す能力限界を、複数の提示モ
ードにおいて提示する発光制御部（３５）、として機能させる提示制御プログラムとされ
る。
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